
２０１８年度 
第２４回メキシコ日本語教育シンポジウム 

 
開催日：２０１９年 ３月 １日（金）、２日（土）、３日

（日） 

会場： El Colegio de México 

主催： 

社団法人メキシコ日本語教師会 
 

El Colegio de México 

Centro de Estudios de Asia y África 
アジア・アフリカ・研究センター 

 

助成：独立行政法人国際交流基金 



  

2 



もくじ 

 

はしがき 3 

プログラム 4 

「教室で読むことー中級に向けての自律学習」ハンドアウト 5 

グループワーク 13 

オンライン教材を日本語教育に活かす 28 

シンポジウムの点景 37 

一般発表 38 

ポスターセッション 49 

総会資料 63 

会員名簿 84 

  

3 



はしがき 
　本年3月、1、2、3日の3日間、El Colegio Méxicoに於いて2018年度日本語教育シンポジウムが開催
されました。このシンポジウムは独立行政法人国際交流基金の助成を受け、1990年より続いているも
のです。 
　2010年度より当シンポジウムは「さくら中核事業」助成の下実施されており、今年度のシンポジウ
ムは、早稲田大学の舘岡洋子先生をお招きし、日本語学習における学習者の読解能力をいかに育成す
るかについて学びました。本テーマは、メキシコの多くの日本語教育機関で課題となっている「中級
以上の学習者をいかに育成していくか」という課題を踏まえ決められたものです。講義では、舘岡先
生が実例も取り入れ、ワークショップを通し、読解をより広い視点でとらえ、実践するための講義を
行ってくださいました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。最終日の3日目には、国際交流基金関
西国際センターの東健太郎専門家による講義「オンライン教材を日本語教育に活かす」も行われ、メ
キシコ国内外から64名の参加がありました。また、近年メキシコ全土からだけでなく、中南米からの
参加者も増えています。今回はエルサルバドール、ニカラグアからの参加があり、他国との意見交換
が行われ大変意義のあるシンポジウムとなりました。 
　シンポジウム初日には、国内外の4つの発表グループによる研究発表、実践報告が行われました。発
表者の皆様によって、本シンポジウムはより意義のある知識交流の場となりました。今後もこのよう
な場が続いていくことを願います。 
　そして、2日目最後にはメキシコ日本語教師会総会を行い、2018年度の活動報告、2019年度の活動予
定、そして次期理事の選出ならびに承認を行いました。総会配布資料の中お2018年度の活動報告にい
くつか誤りがあり、後日総会資料を再配布しました。ご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げ
ます。 
　さらに、3日目には、国際交流基金関西国際センターの東健太郎専門家による、オンライン教材を取
り入れた日本語教育を紹介していただきました。今後我々の日本語教育は教室の枠を超えてさらに広
がりを見せることは間違いなく近い将来訪れると実感することができました。そして、その後に、ポ
スターセッションが行われ、メキシコ国内外からの発表者の方が、自ら実践されている取り組みを発
表されました。どの発表もとても興味深く、自らの日々の日本語教育に生かせる内容であったと思い
ます。 
　本シンポジウムは教師会初の試みとなる実行委員会制のもと2か年計画として行われました。実行委
員会の諸先生方の惜しみないご協力をはじめ、会場となりましたEl Colegio Méxicoの心のこもった
サービスにより本シンポジウムは無事成功に終えることができたことと思います。心より厚くお礼申
し上げます。また、各事業にご協力いただいております独立行政法人国際交流基金メキシコ日本文化
センターの皆様にもこの場を借りて感謝申し上げます。 
　最後になりますが、このシンポジウムをもって、8代理事は解散となり、9代理事の元、新しい教師
会が始まります。第8代理事が皆様のお役に立てたかどうかは不安が残りますが、この任期中、出会う
ことができた皆様、ご協力いただいた皆様、そして、メキシコ日本語教師会の会員の皆様にこの場を
お借りして感謝の意を表したいと思います。誠にありがとうございました。 
 
　2018年4月末日 

社団法人　メキシコ日本語教師会 
第8代理事一同 
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第24回メキシコ日本語教育シンポジウムプログラム 
一日目(2019年3月1日(金)) 

9:30- 受付開始 

10:00- 開会式 

10:30-13:00 
講義①　 

1-1「読むこと」を考える　 
1-2「教室で読むことー中級に向けての自律学習」 

13:00-14:00 昼食 

14:00-15:45 講義② 
2-1「読むことを」体験する 

16:00-18:00 一般発表 

 懇親会 

二日目(2019年3月2日(土)) 

9:30-13:00 講義③ 
3-1「読む授業」を創る 

13:00-14:00 昼食 

14:00-15:00 講義④ 
4-1振り返りと質疑応答 

15:30- メキシコ日本語教師会総会 

三日目(2019年3月3日(日)) 

9:30-11:30 
講義⑤ 

国際交流基金関西国際センター　東健太郎専門員 
「オンライン教材を日本語教育に活かす」 

12:00-13:00 ポスターセッション 

13:30-14:00 閉会式 
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「教室で読むことー中級に向けての自律学習」 
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グループワーク 
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オンライン教材を日本語教育に活かす 
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シンポジウムの点景 
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一般発表 

 

一般発表時間 

日時：3 月1 日（金）　16 ：00 ～18：00 

時　間 発　表　者 所　属 タ　イ　ト　ル 

16 ：00 ～16 ：25 佐藤　梓 北海道大学 メキシコの日本語学習の動機づけ 
－4地域の調査結果の分析－ 

16 ：30 ～16 ：55 江原　真実 無所属 日本語授業内におけるスペイン語
使用 

17 ：00 ～17 ：25 鈴木　小百合 神田外語大学 グアダラハラ圏内在住日系人の日
本語能力調査について 

17 ：30 ～17 ：55 平田　好 国際交流基金 
メキシコ日本文化
センター 

オンライン授業実施のための日本
語教師研修 
－ニカラグア中米大学日本語教師
を対象とした事例より－ 

 

Horario de presentación general 

Fecha y hora: viernes 1 de marzo, de 16:00 a 18:00 hrs. 

Hora Ponente Pertenencia Tema 
16：00～16：25 Azusa Sato Universidad de 

Hokkaido 
Motivación de los estudiantes del 
idioma japonés en México: 
Análisis de las investigaciones en 
cuatro regiones. 

16：30～16：55 Mami Ebara Independiente El uso del español dentro de las 
clases de idioma japonés. 

17：00～17：25 Sayuri Suzuki Universidad de Kanda 
Estudios 
Internacionales 

La formación del idioma japonés 
como lengua heredada en México  

17：30～17：55 Yoshimi Hirata Fundación Japón en 
México 

Capacitación de profesores de 
japonés para dar clases en línea - 
Del caso de los nicaragüenses - 
Profesores japoneses de la 
Universidad Centroamericana 

  

62 



メキシコの日本語学習者の動機づけ 

－4地域の調査結果からの分析－ 

佐藤　梓 

これまで、海外で日本語を学ぶ目的に関する調査は、世界のさまざまな地域で行われてきている。学

ぶ目的やなぜ学ぶのかという問いに対し教師が学習者の学習目的をどのように捉えているかを調査し

たものや一般的な学習に対する動機づけ研究、外国語習得の観点から調査や分析が行われているもの

などがある。 

メキシコの日本語学習者数は、世界で23位（国際交流基金 2017）であり、学習意欲が高いと言われ 

るが、メキシコは社会的にはそれほど日本語の必要性が高いとは言えない。このような環境におい

て、メキシコの学習者が実際にどのような目的や動機づけを持ち日本語を学んでいるかは調査されて

おらず、学習者の実態は明らかになっていない。 

そこで本研究では、なぜ日本語を学ぶのかについて、学習者からの自由記述による調査や教育心理

学な観点から調査項目を立て、調査を行ってきた。本発表では、2016年と2017年に実施した調査結果

から得られた結果を報告する。 

2016年の質的調査では、日本語そのものの何に対して「興味」を持っているかをできだけ数多く収

集し、その内容を分類することやその特徴を探ることが目的であった。そのため、川喜田（1967）が

考案した断片的な複数のデータやアイディアをまとめる方法であるKJ法を用い分析を行った。2017年

に行った調査においては、ある程度一般性を担保した結果を得るために、学習動機の2要因モデル（市

川 2011）を参考に尺度を作成し、4地域における量的な調査を実施した。 

分析の結果とし、メキシコの学習者が日本語そのもののどのような点に興味を持っているのか、ま

た、どのような学習動機づけを有しているのかをある程度示すことができた。本発表では、その具体

的な内容を示し、報告する。 

市川伸一（2011）『学習と教育の心理学 増補版』岩波書店 

川喜田二郎（1967）『発想法－創造性開発のために』中公新書 

国際交流基金（2017）『2015年度海外日本語教育機関調査集計表』CD-ROM　 
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Motivación de los estudiantes del idioma japonés en México: Análisis de las 
investigaciones en cuatro regiones. 

Azusa Satou 

Motivación de aprendizaje　Motivación intrínseca　Modelo de dos-ejes de motivación 

 

Hasta el día de hoy, las investigaciones para conocer los propósitos para aprender el idioma               
japonés en el extranjero se han realizado en varias áreas del mundo.  

En una de las investigaciones se preguntó a los maestros sobre sus estudiantes: ¿Cuál piensan               
que es el propósito y/o motivo de aprender japonés? (Fundación Japón 2017). Otras investigaciones              
que se realizaron fueron desde punto de vista de estudio del aprendizaje general y de la adquisición de                  
una lengua extranjera.  

El número de estudiantes del idioma japonés en México es el 23er. lugar en el mundo (Fundación                 
Japón 2017). Generalmente, se dice que el nivel de entusiasmo por aprendizaje del idioma japonés es                
alto en los estudiantes mexicanos; y la mayor parte de ellos estudian por interés propio. Sin embargo,                 
el idioma japonés no es necesario en vida social en México. En este contexto, hasta ahora no se ha                   
investigado los propósitos y/o motivaciones que los estudiantes tienen realmente. Por consiguiente, la             
situación real no es realmente clara. 

Por lo tanto, en este estudio me enfoco en la motivación del aprendizaje del idioma japonés para                 
entender profundamente a los estudiantes. Este estudio ha sido realizado desde el punto de vista de                
psicología educativa. 

El propósito de la investigación cuantitativa que se realizó en el año 2016 fue recolectar y                
clasificar el interés de los estudiantes en el idioma japonés en una región específica de México                
aplicando una encuesta con preguntas abiertas y se analizó utilizando Método de KJ (Kawakita,              
1967). La investigación cualitativa del año 2017 se realizó en cuatro regiones en México y se empleó                 
el cuestionario con escala de medida de Modelo de dos-ejes de motivación (Ichikawa, 2011) y el                
cuestionario de interés en idioma japonés.  

En esta presentación les muestro los resltados de la clasificación de los motivos en estudio               
japonés y el interés en el idioma japonés de forma detallada. 

 

  Ichikawa Shinichi (2001) 学習と教育の心理学 増補版 , Tokyo:Iwanami Shoten 

Kawakita Jiro(1967) 発想法－創造性開発のために, Tokyo: Chuukoushinsho 

Fundación Japón (2017) Survey Report On Japanese-Language Education Abroad 2015 
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日本語授業内におけるスペイ使用 
 
 

江原　真実（無所属）発表者 

　　福田　真弓（大阪観光大学日本語別科） 

共同研究者 

一般発表報告 

言語学習（ここでは特に英語教育）において、授業内で学習者の母語の使用をすべきかどうか
は多くの研究者、教育者によって議論されてきた。長年の間、オーディオリンガル・メソッド
などに代表される直接法が教授法の主流であった。しかし、近年ある特定の環境下で母語の使
用は学習成果につながるのではないかという研究が発表されはじめた。そこで研究者たちは、
学習者・教師が母語の使用に対してどのような意見を持っているのか調査した。 

日本でも大学レベルにおいて母語使用に関する研究が行われた。Burden（2000）において、学
生・ネイティブスピーカーの英語教師は母語使用すべきか否かまたいつ母語が使用されるべき
かについて学生にアンケート調査を行った。学生と教師の意見が合致すれば、学習成果の向上
が期待されるという観点から、Burden（2001）では、教師にも同内容のアンケートを行い、双
方の意見の一致・不一致を調べた。その結果、文法説明をするとき、クラスでの指示を行うと
き、クラスのルールについて話すとき、アクティビティーをする目的を説明するとき理解度を
チェックするとき、人間関係を築くときの6つの項目で意見の不一致が確認された。しかし、
このBurden（2001）では、ネイティブスピーカーの英語教師の意見のみを聞き、日本人英語教
師の意見は聞いていない。またメキシコ国内、ラテンアメリカにおいて、このような研究はほ
とんど行われてこなかった。 

そこで、本研究では、メキシコシティ内の2つの日本語学校で日本語を学習しているメキシコ
人日本語学習者252人、ネイティブスピーカーの日本語教師12人、ノンネイティブスピーカー
の日本語教師7人にアンケート調査を行い、日本語授業内でのスペイン語使用についてどのよ
うな意見を持っているのか、また学生と教師の間でどのような意見の差異が見られるのかを分
析することにした。 

 
　アンケート調査によって、学習者、ネイティブスピーカーの日本語教師、ノンネイティブス

ピーカーの日本語教師ともに教室内でなんらかの母語使用を望んでいることがわかった。ま

た、結果からスペイン語の使用場面に意見の不一致が確認された。学習者と教師全体では新出

語彙の説明をするとき、クラスでの指示を行うとき、文化について話すとき、クラスのルール

について話すとき、アクティビティーをする目的を説明するときの5つの項目において不一致

が確認できた。学習者とネイティブスピーカーの日本語教師においては、教師は学習者のスペ

イン語を知っておくべきだ、新出語彙の説明をするとき、クラスでの指示を行うとき、文化に

ついて話すとき、テストについて話すとき、クラスのルールについて話すとき、アクティビ

ティーをする目的を説明するとき、人間関係を築くとき　の8つの項目において不一致が、学

習者とノンネイティブスピーカーの日本語教師との間には新出語彙の説明をするとき、テスト
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をする（学習者の能力をはかる）とき、理解度をチェックするとき、学生をリラックスさせる

とき、人間関係を築くときの5つの項目において不一致が見られた。以上のことから、教師は

スペイン語使用の需要があることを理解し、各クラスにおけるスペイン語の使用場面を学習者

のニーズに応じて変えていくことが望ましいのではないかということが示唆された。 

ほとんどの学習者がスペイン語の使用を望んでいたが少数ながら、日本語のみでの授業を望
む学生も存在した。代表的な意見としては「日本語及び日本文化に完全に浸み込めるように。
外国語は訳すより、その外国語の実質を感じて、基本や考え方をゼロから作ったほうがいいと
個人的に思う。」や「日本語の聴解力・理解力を引っ張るために。」という意見があった。 

しかしながら、今回の調査における被験者数は限られており、メキシコ全体の意見であると
は言い難い。また、学習者のレベルによる違いを考慮していないことや教師の経験年数が反映
されていないことなどは今後の調査における課題であろう。 
参考文献 
Burden, P. (2001). When do native English speaking teachers and Japanese college students disagree 

about the use of Japanese in the English conversation classroom? The Language Teacher, 25(4), 
5-9. 

Burden, P. (2000). The use of students’ mother tongue in monolingual English conversation classes at Japanese                
universities. The Language Teacher, 24(6), 5-11. 
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グアダラハラ圏内在住日系人の日本語能力について（簡易版） 

鈴木小百合 

（神田外語大学グローバル日本語センター/グアダラハラ大学日本研究センター） 

 

１．研究の目的 

本研究は、グアダラハラ大学日本研究センターおよびグアダラハラ日墨協会の共同で実施さ

れた「グアダラハラ圏内日系人口調査」の中から、日系人の日本語能力についてのデータを分

析、考察し、今後の継承語としての日本語教育及び保持に役立つ知見を得ることを目的とした

ものである。 

２．調査の概要 

2018年2月から8月にかけて116世帯341人（有効回答310人）を対象に調査票によるアンケー

ト調査が実施された。そのうち、日本からの直接移民である新一世³および非日系の配偶者も

しくはパートナー等を除く216人を研究の対象とする。同調査の個人票調査項目のうち「日本

語の知識」「技能別日本語能力」「日本語学習への興味」「日本語学習の目的」「日本語の学

習機関」についての結果を取り上げる。 

３．調査の結果 

今回の調査結果から、次のことが明らかになった。 

1 旧世代は世代を追うごとに日本語知識保持者が減少し、四世で半数以下になるが、新世
代は、新三世でも8割が何らかの知識を保持している 

2 「読む・書く」能力は、旧世代よりも新世代の方が高いレベルで保持している一方で口
頭能力は、新旧どちらも二世は高い能力を有するが、三世以降は非常に限られた能力に
とどまっている 

3 旧二世⁴以外の全世代は、新旧共に7割程度が日本語学習に意欲的で、その目的は、旧世
代は「個人的関心」「アイデンティティ」の順で、新世代は「家族とのコミュニケー
ション」が多い 

4 日本語の学習機関は、旧世代は家庭での指導が多いのに対して、新世代は日本人補習授
業校や語学学校などの教育機関が多い 

４．考察 

こうした結果から、今後の日系人の継承語としての日本語能力の習得及び保持を促進するた

めに次のような示唆が得られた。 

まず、4技能のバランスを保つために、テキストを使用した教育機関による体系的かつ継続

的な日本語教育が必要である。次に各人の学習目的を考慮し、日本文化や歴史を学び、体験す

る学習活動を採り入れた参加型学習の充実が望まれる。そして、地域の日系コミュニティを活

性化し、日本語の使用機会を創出することは、学習への動機づけとともに実践的な能力の発達

につながり、より高度な運用能力の獲得が期待されると考えられる。 
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５．結論 

本研究では「グアダラハラ日系人口調査」のうち、日系人の日本語能力について分析し、考

察した。今後、継承語としての日本語能力を習得および向上、保持させるために、以下の3点

の実施を提案する。 

1 教育機関による体系的かつ継続的な日本語教育 
2 日本文化や歴史を学び、体験する学習活動 
3 地域の日系コミュニティの活性化による日本語の使用機会の創出 

６．今後の課題 

今回の調査では、世代ごとの平均年齢や人数などに相違があり、世代間の比較は公平とは言

えない。今後は、調査対象者の属性をさらに絞り、統一グループ間での比較ができれば、より

厳密な分析が可能である。また、日本語能力については統一した基準によるレベル判定が難し

い場合、半構造化インタビューによる個々の状況の把握が望ましい。さらに、個々の学習歴に

ついてのデータも収集し、継承語としての日本語学習に一層効果的な方法を提案したい。 

最後に、今回私たちに貴重な機会をくださり、ご協力くださったグアダラハラ圏内の日系人

とそのご家族の方々に感謝したい。そして、今回の日系人口調査が今後、日系人コミュニティ

の一層の活性化に役立てば幸いである。 

 

¹ 「グアダラハラ都市圏」とは「グアダラハラ市」「サポパン市」「サン・ペドロ・トラケパケ市」「トナラ

市」「エル・サルト市」「トラホムルコ・デ・スニガ市」「イストラワカン・デ・ロス・メンブリージョ市」

「フアナカトラン市」、「サポトラネホ市」の９つの都市圏を示す。 

² 海外日系人協会によると、日系人とは「日本から海外に本拠地を移し、永住の目的を持って生活されている日

本人並びにその子孫の二世、三世、四世等で国籍、混血は問わない」という。 

³ 本研究では、第二次世界大戦前に渡墨した人およびその子孫を旧世代、大戦以降に渡墨した人を新世代と呼

ぶ。 

⁴ 旧二世の平均年齢は77歳であった。 
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オンライン授業実施のための日本語教師研修 
―ニカラグア・中米大学日本語教師を対象とした事例より― 

 
平田 好（国際交流基金メキシコ日本文化センター） 

 
１．前提 
　ICTの発達に伴い、日本語教育分野でもe-learning教材やオンライン・コース開発が活発に行

われている。一方、学習者のネット利用状況調査、オンライン・コース開発に関する報告はあ

るが、オンライン授業を実施するための日本語教師研修の報告は管見の限りない。今後、需要

が高まると考えられるオンライン授業実施にあたって知見を共有することは日本語教育に裨益

すると考え、ニカラグア・中米大学でオンライン授業を実施するための日本語教師研修の実践

を報告する。 

２．研修実施の経緯　 
同大学言語センターは同国唯一の日本語教育機関である。1993年より日本語教育を開始し、

1995年以来JICAボランティアが派遣されニカラグア人日本語教師の育成にあたってきた1。非

母語話者教師がコースを安定的に運営する体制となり、中米カリブ地域の日本語教育を牽引す

る立場となっている。しかし同国では2018年4月より反政府デモが頻発。政府が暴力的に取り

締まったことより多くの市民が死亡し、危険度があがった。5月より同国内の大学は閉鎖され

授業が中断した。日本語授業を継続できない状況を憂慮した教師が、言語センター長及び在ニ

カラグア日本国大使館の広報文化担当官と相談し、オンライン授業の可能性を探った。しか

し、同センターではオンライン授業の経験も知見もないため、教師研修が必要と判断し、報告

者にオンライン授業実施のための研修を企画実施するように依頼がなされた。 

３．研修の概要 
・実施期間:2018年8月29日（火）～9月21日（水） 

・会場:オンライン（ZOOM利用）＊政情不安により出張による対面型研修が不可 

・目標:中米大学言語センターにて実施していた集合型対面授業と同等の内容を日本語学習者

に提供できること。 

・企画・設計・講師:報告者 

・研修参加者:中米大学日本語教師5名（全員ニカラグア人） 

・講師主導の研修:　全8回（13時間） 

①e-learning概観（同期型・非同期型の長所・短所、具体例等）、②同期型オンライン授業実
施のためのツール使用方法、③対面授業からオンライン授業への移行で想定される課題の
解決方法、④対面授業で使用してきた教材のオンライン授業使用、⑤実習（模擬授業実
施）（4時間）⑥実習ふりかえり（2時間）、⑦オンラインによる試験実施方法、⑧評価で
の留意点、⑨まとめ　＊⑤⑥以外は、各1時間 

・自主研修:　12時間 
①～④および⑧⑨各１時間の前後に、予習（指定教材の読解）各１時間、復習（課題遂行お

よび提出）各１時間。　　  　　　　　　＊合計研修時間: 25時間 

４．研修内容 
　まずe-learning及びツールを概観した後に、研修参加者は自らの教育現場で蓄積したリソー
スをオンライン授業で活用する方法、また学習者が容易に参加できる方法を検討した。教案作
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成のうえ、同期型、非同期型、対面授業の特性を活かしたハイブリッド型コースを検討。教案
を作成し、ZOOMを利用した同期型e-learningによる模擬授業が行われた。なお研修参加者は従
来、集合型対面授業で教材（『まるごと 日本のことばと文化』）を加工したPPTを作成して
教室内白板に投影し、必要に応じて学習者にも板書をさせていたため、同一PPTのオンライン
使用が可能であった。模擬授業では技術的課題もみつかったが、実習ふりかえりや自主研修で
解決の方向を見出した。 

５．研修実施後の状況 
　中米大学では2018年7月に学部授業の一部が再開。9月に言語センター日本語コースは土曜ク

ラスを再開した。10月以降、土曜クラスの補講は同期型オンライン授業で実施されている。た

だし2019年3月現在、平日夜間クラスは依然として休止中である。その代替として、非同期型

e-learningプラットフォーム2の既成教材「まるごと自習コース」と、ZOOMを利用した同期型

e-learning（中米大学教師によるライブレッスン）を組み合わせたコースを2019年4月より試験

的に開講する準備が進んでいる。 

６．まとめと課題 
　高等教育分野では、各大学独自のe-learningプラットフォーム利用が進んでいるが、言語教
育分野、特に日本語教育のプラットフォームは認知されているとは言い難い。しかし、
e-learningプラットフォームは教育現場の状況によってさまざまな利用方法が考えられる。移
動の自由の阻害、教室確保の困難化が発生した場合、非同期型e-learningによる独習と、同期
型e-learningによる集合型学習（ライブレッスン）あるいは教室における集合型対面学習を組
み合わせた日本語コースの存在は大きな意義がある。また居住地域に日本語教育機関がない学
習者に対しては、独習以外の方法を提供することになる。今後、「JFにほんごeラーニング　
みなと」をはじめとするプラットフォームの認知度向上を図るとともに、非同期型と同期型
e-learning組み合わせたコースを企画・運営できる日本語教師を育成するべく研修開発を行っ
ていく予定である。 
 
1 https://www.idobata.online/?p=1192　黒田直美「７つの海のむこうで　第1回ニカラグア」日本語教育
いどばた（最終閲覧日:2019年3月13日） 
2 https://minato-jf.jp/　国際交流基金「JFにほんごeラーニング　みなと」（最終閲覧日:2019年3月13

日） 
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ポスターセッション 

ポスターセッション時間 

日時：　3 月３日（日）　12 ：00 ～13 ：00 

発　表　者 所　属 　タ　イ　ト　ル 

鵜飼　香奈子 
  
ダニエル・ガルシア 

国際交流基金 
メキシコ日本文化センター 
日墨協会 

「まるごと教師サポート
付きコース」の運用と成
果－メキシコ日本文化セ
ンターでの試み 

加納　雅美 早稲田大学大学院 交流を目指した地域日本
語教室活動の試み 

佐藤　慎司 プリンストン大学 初級レベルにおける教室
外でのオンラインコース
コミュニケーション異文
化体験：問題発見解決と
中級に向けての自律学習 

大和　文子 早稲田大学大学院 日本語の教室と教師の役
割についての一考察 
－移動する元学習者のラ
イフストリーから－ 

アントニア・ルイサ・リバス 
ファン・アンドレス・ 
モラン 
セシリア・ガブリエラ・テレス 
松田　涼子 

エル・サルバドル 
  
エル・サルバドル 
  
ニカラグア 
  
国際交流基金 
メキシコ日本文化センター 

  
中米カリブ日本語教育
ネットワーク⒑年の歩み 
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Horario de sesión de póster 

Fecha y hora: domingo 3 de marzo, de 12:00 a 13:00 hrs. 

Presentador Pertenencia Tema 

Kanako Ukai 
 
Daniel García 

Fundación Japonesa 
Asociación Nichiboku 

Operación y resultados del curso de 
japonés en línea 

 “Marugoto, curso con tutor” 
-Realizado por la Fundación Japón en 

México- 

Masami Kanou Universidad de Waseda Attempts on community Japanese 
classroom 

activities aiming at exchange. 
- Aiming to create a place to prompt 

dialogue in Japanese – 
Shinji Sato Universidad de Princeton Online Intercultural Communicative  

Experience for Beginning-Level Japanese 
Learners 

Problem- Solving and Autonomous 
Learning  

Humiko Yamato Universidad de Waseda The Role of Japanese Language 
Teachers : 

From the Lifestory of Learners crossing 
borders  

Antonia Luisa Rivas 
Juan Andrés Morán 
Cecilia Gabriela Téllez 
Ryoko Matsuda 

El Salvador 
El Salvador 
 
Nicaragua 
Fundación Japón en México 

 
Red Centroamericana y del Caribe para 
la Enseñanza del Idioma Japonés, 10 
años de progreso 
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日本語オンラインコース「まるごと教師サポート付きコース」 

の運用と成果　 

－国際交流基金メキシコ日本文化センターでの試み－ 

 

　鵜飼香奈子（国際交流基金メキシコ日本文化センター） 

ダニエル　ガルシア　（日墨協会日本語教室） 

 

1. 背景と目的 
2016年7月より国際交流基金関西国際センター（以下、JFKC）が運用している学習管理シス

テム（LMS）を備えた日本語学習者のためのプラットフォーム「JFにほんごeラーニング　みな

と」（以下、「みなと」）において、メキシコの登録者数は6026名（2019年2月現在）で世界

第一位である。「みなと」のメインコース「まるごと日本語オンラインコース」には「自習

コース」と「教師サポート付きコース」があり、国際交流基金メキシコ日本文化センター（以

下、JFMC）では2017年より「まるごとA1-1（かつどう・りかい）教師サポート付きコース」

（以下、A1-1コース）、「まるごとA1-2（かつどう・りかい）教師サポート付きコース」（以

下、A1-2コース）を開講、2018年には「まるごとA2-1（かつどう・りかい）教師サポート付き

コース」（以下、A2-1コース）を順次開講している。本稿では、JFMCにおける「まるごと教師

サポート付きコース」の特徴及び運用とその結果、問題点と今後のメキシコにおける日本語オ

ンラインコースの可能性について報告する。 

 

2. コースについて 
JFKCが運用する「まるごと教師サポート付きコース」に倣い、JFMC「まるごと日本語オンラ

インコースサイト」では自学自習に加え、①課題の添削、②ライブレッスン、③オーラルテス

ト、④グループ運用、⑤教師からのお知らせと教師による5つのサポートが付いたコースであ

る。クラス担任制としており、学習期間は約3ヶ月、ライブレッスンは2週間に1回、1クラス7

～8名、解説言語はスペイン語とし配布資料やライブレッスンでの説明の際にスペイン語を使

用している。評価は「まるごと日本語オンラインコースサイト」での学習、及び全てのライブ

レッスン終了後、オーラルテストを行っている。またライブレッスンのWeb会議システムに

は、操作が容易で学習者の使用する機器やインターネット環境において制限の少ないZoom 

(https://zoom.us/)を使用している。 

 

3. コースの運用結果・成果 
2017年度はA1-1コースを2回、A1-2コースを1回開講、2018年度はA1-1コースを3回、A1-2

コースを3回、A2-1コースを1回開講した。コースの開講日程、応募者数、定員数、採用人数、

倍率は表1のとおりである。応募者の中から、「みなと」の目的である地理的、時間的制約の
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ために日本語学習の機会がなかった人への機会提供となるよう、当センターが把握している限

りではあるが日本語教育機関が無い地域の居住者を優先的に受講者として選んだ。また2017年

9月のコースではメキシコ国内在住のスペイン語話者のみを対象としたが、中南米スペイン語

圏からの応募者も多く、また国際交流基金サンパウロ日本文化センターではポルトガル語での

サポートとなるため、2018年1月のコース以降は中南米スペイン語圏の学習者も対象としてい

る。 

 

　コース修了時には任意でアンケートを行い、回答のあった50名については「今回のコースは

全体として満足のいくものでしたか」という問いに対し、「非常に満足」は47名、「まあまあ

満足」は3名と回答した。また教師によるサポートについては「ライブレッスン」は学習者の

98%が「とても役に立っている」、「課題の添削」は学習者の92%が「とても役に立ってい

る」、「グループ参加」は学習者の66%が「とても役に立っている」と回答した。また学習継

続という点において、教師のサポートが全くない「自習コース」の2016年7月開講のA1-1コー

スで8%、A1-2コースで11%（千葉ほか 2018）であったが、JFMC　2017年9月開講のA1-1コース

で42.9%、2018年9月開講のA1-1コースで26.7% 、A1-2コースで46.2%といずれも「自習コー

ス」の修了率を大きく上回る結果となった。 

 

4. 今後の課題 
今回JFMCが日本語オンラインコースを開講することで、メキシコ国内において一定数の日本

語学習者が教育機関に属さずオンライン上で日本語を学習しており、また「教師サポート」が

あることは、学習者の日本語学習継続に寄与することも明らかとなった。しかしながら、メキ

シコのオンライン日本語学習者の学習目的や動機、学習者の実態については十分な調査が行わ

れていない。今後、メキシコにおけるオンライン日本語教育の振興を図り、また適切な支援を

行うためにもメキシコのオンライン日本語学習者についてのより詳しい調査を早急に行う必要

があると考えられる。 
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133-140 
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交流を目指した地域日本語教室活動の試み 
―日本語での対話をうながす場づくりをめざして― 

 
加納　雅美（早稲田大学大学院日本語教育研究科） 

 
本事例は、日本において、様々な背景を持った参加者同士が日本語教育を媒介として交流し

相互理解を進める場づくりを目指した試みである。メキシコでの日本語教育活動においても
様々な主体が学び合う場づくりの参考にしていただければ幸いである。 
 

地域日本語教室をめぐる社会的背景 
　日本の地域日本語教室（以下「地域教室」という。）は、1970 年代以降の中国残留邦人の
帰国やインドシナ難民の受入、1990年入管法改正などを契機に、様々な背景を持った外国ルー
ツの方を対象にした地域支援活動がそのおこりである。地域によってさまざまな実施主体があ
るが、ベースとなる担い手は、ボランティアである地域住民であり、その「熱心さ」に支えら
れた活動と言えよう。 
この地域教室では、近年、新たな動きがみられる。日本国内の外国人労働者数は年々増加し

ている¹が、この影響で一部の地域教室に多くの技能実習生が訪れるようになっている²。彼ら
は、帰国後に就職に有利という理由から「日本語能力試験に合格したい」と言うことから、活
動内容が「生活者としての外国人」を意識した活動というより「試験対策化」が見られ、「住
民同士の相互交流・理解」といった活動になりにくい状況が見受けられる。 
 
「対話・交流型教室活動」の試み 
　筆者が関わる地域教室³においても、技能実習生の増加と学習内容の変化がみられる。ま
た、この教室の固有の問題として、教室活動が〈特定の学習者＋特定のボランティア〉といっ
た固定ペアのみに閉ざされ、他の参加者と交流機会がほとんどない、という状況があった。こ
のことから、教室主催者に働きかけ、2018年10月から、月1回の頻度で、「対話・交流型教室
活動」を新設・開催することにした。 
本活動で目指したのは①多文化共生の地域づくりの拠点（相互交流・相互理解）、②参加者

が対等な関係を築く場③母語話者と非母語話者の間で交わされるやりとりを通して場所的に創
造されていく日本語（共生日本語）（岡崎2008）を扱う場④活動を通じて参加者が社会に参加
していく場、の4点を、場づくりの目標として設定した。 
参加はその都度の申込、つまり参加者は流動的である。学習者もボランティアも通常のペア

活動に関わらず参加できる。また普段この教室に関わっていないビジターも参加できる。事前
申し込み制を採るが、当日参加も可能と設定とした。 
教室活動を組み立てるにあたり「にほんご わせだの森」（池上2009）をモデルとした。す

なわち、「多様な役割を持つ多様な参加者」「参加者が伝えたいと思える内容」「伝えたいこ
とを伝え合う活動」を目指した。 
これまでの実践践経過 
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実践を通して見えてきた活動の意義 
　当初設定した「場づくりの目標」を検証する。まず、①多文化共生の地域づくりの拠点と
なっているかについて、これまでの参加者アンケート回答では「また参加したい」が100%であ
ることや、5回全部に参加、あるいは夜勤前でも参加するといった活動に好意的な参加者が見
られるようになったことから「毎月集う場ができた」ことが認知されつつあると考えられる。 
②参加者が対等な関係を築く場という点について、学習者の「みんなに会ったり、みんなの

ことをきいたりしました。しらないことをききました。それはいいとおもいます。」、ボラン
ティアの「私達はもっと積極的に彼らに近づいて話しかけることが大事。」、ビジター参加者
の「外国の人と交流することはあまりなく交流できて楽しかったです。」といったアンケート
回答から「教える－教えられる」といった上下関係ではなく参加者同士が対等な関係構築する
萌芽が表れていると考えられる。 
また、③共生日本語を扱う場となっているかについて、ファシリテーターである筆者が設定

していなかった語い（例：恐縮、店長、三男、「薔薇」という漢字）を学んだ、という学習者
や、「みなさんの日本語が上手だったのがびっくりしました。」というビジター参加者の声か
ら「やり取りを通じて場所的に創造する」コミュニケーションが起こり、日本語を媒介とした
相互の学び場となっていることがうかがえる。 
 
「活動を通じて参加者が社会に参加していく場」を考える 
　ここで、4つ目の目標について考えたい。これまでの5回の活動では、具体的に「教室外での
活動」に発展した事例はなく「活動を通じて参加者が社会に参加していく場」になっているか
どうかについては評価の分かれるところであろう。ここで、学習者の背景を再度確認する。彼
らのほとんどは日本での滞在期限付き出稼ぎ労働者であり、日常的に職場の人（場合によって
は同国人のみの環境）としか接点が無い環境で暮らしている。その社会とのわずかな接点であ
る職場において、彼らは「日本人と仲良くなりたい」と考えている。しかし「仕事以外はみん
な別の生活だから話しかけると迷惑かもしれない」といった日本人への配慮や自分の日本語力
への自信の無さから「なかなか話しかけられない」という躊躇があることが、筆者が複数の学
習者にインタビューをした結果からわかっている。 
　この活動は、「自分自身伝えたいことを伝え合う活動」をベースにしており、参加者の背景
に関わらず自由にコミュニケーションする環境が保障されている。つまり、学習者であるかホ
スト住民であるかを問わず開かれた場であり、活動そのものが「社会に参加していく場」とし
ての機能を果たしていると言えよう。こういった活動が地域に定着すれば、神吉（2016）が地
域日本語教育の1つの機能として指摘する「地域コミュニティの分断による「パラレルワール
ド化」を防」ぎ「地域の多様な住民が相互に接点を持つ「場」として機能」（P107）を果たし
ていくと考える。 
 
これからの社会動向と日本語教育に求められるもの 
　2019年4月から新たな外国人材受入れ（在留資格「特定技能」等）が始まる。本事例のよう
な、多様な住民による対話・交流型活動の場づくりは、人のグローバル化が予測される日本社
会において今後ますます重要になっていくであろう。 
また、このシンポジウムに参加して、日本の人材を受け入れる海外現場においても、同様の

場が必要であることに気づいた。参加者からご示唆いただいた「メキシコにおける日本語学習
者と在墨日本人家族との交流活動」がその好例である。日本語を媒介としたコミュニケーショ
ン活動が、異文化摩擦を回避し相互理解を促進させる効果があるならば、活動の場を提供して
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いる日本語教育の担う社会的役割は大きい。コミュニティにどういった場を創っていくか、引
き続き実践・検討する価値があると考える。 
 
 厚生労働省発表の「「外国人雇用状況」の届出状況」によれば、2018年10月末現在の外国人

労働者は146万人で、前年同期比18万人・14.2％の増加であった。これは平成19年に届出が義

務化されて以降、過去最高を更新している。 

2 筆者が実施した「地域日本語教育コーディネーター研修（文化庁主催）」参加者など全国各

地のコーディネーターを対象とした「地域日本語教育状況調査」（2018年11月実施・23団体回

答）によると、技能実習生である住民が増加している地域のうち、72%の地域日本語教室で技

能実習生の学習者が増加している。 

3該当の地域日本語教室は、自治体の外郭団体が運営する学習者177名、日本語ボランティア
127名（いずれも2018年10月現在）の大規模教室である。 
 
参考文献　 
池上摩希子（2009）「『教室』の解体が創出するもの―『にほんご わせだの森』の実践から

考える対話の可能性―」『日本語教育の過去・現在・未来―第 3 巻教室』pp.161-220.凡
人社  

岡崎眸（2008）「日本語ボランティア活動を通じた民主主義の活性化－外国人と日本人双方の
「自己実現」に向けて－」『日本語教育』138,pp14－23 

神吉宇一（2016）「日本国内における地域日本語教育・外国人支援の現状と課題」本田弘之・
松田 真希子編『複言語・複文化時代の日本語教育 わたしたちのことばとは？』 
pp.85‐111 凡人社 

   

79 



初級レベルにおける教室外での 
オンラインコミュニケーション異文化体験 
―問題発見解決と中級に向けての自律学習― 

 
佐藤　慎司（プリンストン大学） 

 
ポスター発表報告 
 
　外国語教室の活動では、できるだけ学習した事柄を使用して学習言語だけで目的を遂行する
ことを促進する場合が多いが、教室外のコミュニケーションにおいて、多言語話者がどの言語
を用いて（あるいは混ぜて）どうコミュニケーションしていくかは、双方のもつ資源（言語資
源、言語レベル、漢字の知識など）、様々な文化的知識、コミュニケーションの目的などに
よってその都度異なっていることがわかっている（久保田 2018、佐藤・佐伯2017）。ただ、
外国語教育において、言語を混ぜる活動はあまり推奨されない場合が多く、結果として教室外
での学習言語を使ったコミュニケーション活動はある程度学習言語ができる中級レベルまで待
つという場合が多い。上記の事実を鑑み、本発表では、外国語教育は異文化コミュニケーショ
ン教育の一分野であり、学習者は学習言語以外にもさまざまな資源をもつ多言語話者であると
捉え、設計された実践を報告する。 
この実践は、2017年秋に米国の日本語初級の学生と日本の大学で日本語教育演習コースを履
修する学生の間でFacebookを用いて行われた。活動では、学期後半に行われるビデオ作成プロ
ジェクトの前段階として4-5人で構成されたグループメンバーをよく知ることを目的とし、交
流が行われた。具体的な活動は、1) 自己紹介を書く、2) お互いの共通点を見つける、3) ビ
デオチャットをする日時を決める、4) ビデオチャットで自己紹介をし、グループリーダーを
決め、Facebookのカバーフォトを選ぶという手順で進められた。この交流では、双方の持つ資
源を最大限に活かし、マルチモダルな要素（写真、ビデオなど）も活用し、そのリソースの一
つとして日本語を使用することを推奨した。また、コミュニケーションの振り返りをする機会
を何度も設け、そこで取り上げられた問題は授業活動で解決方法を考え、次のコミュニケー
ションの際に実際にその方法を試してみることを推奨した。 
本発表では、Facebookでの学生のやりとり、ビデオチャットの録画ビデオ、コミュニケー
ションの振り返りの記述やインタビューなどのデータを基に、学生たちがこの活動のコミュニ
ケーションの際にどんなことに問題を感じ、どのように解決策を考え、問題解決を行なったか
ということに焦点を当てて分析を行った。本発表で紹介する事例はアーモン（日本語学習者）
とみな（日本語教育演習履修者）の事例である。アーモンは、数学専攻、大学１年生で、言語
の勘が鋭く、好奇心が強く、どんどん自分で学習し習得していくタイプ、みなは、外国語専攻
：韓国に１年留学経験があった。このグループのFacebookでは何度もやりとりがなされている
が、日本語を見る限り翻訳機を使用したとわかるような表現もいくつかあった。そのような場
合は、みなから「翻訳機を使っているのでしょうか、わかりにくいです」「English, please!
」というコメントをもらうこともあった。このグループはグループでのビデオ作成も無事終了
し、お礼の言葉を交わし合い、プロジェクトを終えている。しかし、プロジェクト終了後の日
本語教育演習履修者のアンケートでみなは、一生懸命考えてコメントしていたのに、相手が翻
訳機を使っているとわかってやる気がなくなったと書いている。それに対して、プロジェクト
中の振り返りと終了後のインタビューで、アーモンは、日英両表記だと英語しか見ないので、
自分は翻訳機を使ってでもできるだけ日本語で挑戦したと述べており、ここに２人の言語学習
に対する異なるビリーフ（外国語のクラスの活動では翻訳機を使うべきではない vs. 外国語
のクラスではできるだけ学習言語を用いるべきだ）が見られることがわかる。本活動では、学
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習者は学習言語以外にもさまざまな資源をもつ多言語話者であると捉え設計したにもかかわら
ず、この活動が日本語と日本語教育演習の授業の一環として行われたことが二人の考え方の違
いに大きく影響していたようだ。 
ここで考えたいのは、ビリーフ、価値観の多様性についてである。上の事例にもみられるよ
うに、ビリーフ、価値観は人それぞれであり、どれが正しいとか間違っているという類のもの
ではない場合も多い。事実、人と考え方が異なっていても、お互いに認め合う程度の承認でよ
ければ、（何を持って承認したと捉えるかはさておいて）実現はさほど難しくないのかもしれ
ない。しかし、社会で生きていくためには、お互いの多様性を認め合うというきれいごとだけ
ではすまないこともよくある。したがって、ことばの教育における活動設計においては、お互
いに違いを認め合うだけでなく、グループの中に存在する異なるビリーフ、価値観、意見の中
からどれか一つを話し合いにより選び、何かを成し遂げていくという作業も必要であると考え
る。今回は、ビデオチャットの時間を決める、リーダーを決める、背景写真を選ぶという課題
からはじまって、ビデオをともに作っていくという作業を行なっていった。 
しかし、ここで新たに浮き上がってきたのは、自分の大切な問題に無関心な人にどうその問
題に関心を持ってもらうのかという課題である。今回のみなは日本語学習者が翻訳機を使うこ
とを問題だと感じてはいてもその問題を俎上に載せることは最後までなかった。問題を俎上に
乗せるかどうかは、問題の性質や参加者との人間関係にも大きく影響される。今後、同問題を
俎上に載せるのか、つまり、自分にとって大切な問題に無関心な人にどうその問題に関心を
もってもらうのかという側面も取り入れたことばの教育活動も考えてみたい。 
 
参考文献　 
久保田竜子(2018)『英語教育幻想』ちくま新書 
佐藤慎司・佐伯胖(2017) 『かかわることば』東京大学出版会 
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日本語教師の役割についての一考察 
―移動する元学習者のライフストーリーから― 

 
大和　文子（早稲田大学大学院日本語教育研究科） 

 
1）ライフストーリー研究について 
　ライフストーリー（以下、LS）研究は、社会学を中心に、伝統的な研究法―「史料」や「事
物」等の「事実」から「社会的現実（リアリティ）」を探求する実証的研究法―に対し、残さ
れた「史料」や断片化された「事物」から「社会的現実」を再構成しても、生身の人間の生き
ざま（人間らしさ）が十分に反映されたとは言い切れないのではないかとの疑問が呈されるよ
うになったことから、「史料」や「事物」からは見えにくかった「社会的現実」を、研究対象
の当事者である人物へのインタビューをもとに再構成する研究法として発展してきた。（川
上、2015） 
　日本語教育におけるLS研究は、インタビューから得られた学習者や教師の声の意味を考察
し、日本語教育学の中に位置づけることを目的として行われている。対象となるのは日本語教
師及び日本語学習者のほか、インタビューの経験それ自体、つまり、インタビューをするこ
と、されることによって得られた聞き手、語り手の変容を考察対象とするものがある。（三
代、2015） 
 
2）私のライフストーリー研究 
　以下に筆者が現在調査を進めているLS研究から、調査協力者AへのLSインタビュー調査の一
部を紹介する。 
2-1）LSインタビュー調査協力者Aについて 
Aは大学卒業後の2009年12月から、筆者が当時所属していたインドの都市Oの日本語学校など

複数の日本語教育機関で学習を積み、インドで日系企業に関わる仕事を経験後、2014年知人の
プロジェクト立ち上げを手伝うために来日、その後日本でI社に営業職を得、現在に至ってい
る。まさに日本語と共にキャリアを築いてきた。 
2-2）Aのストーリー 
Aは2019年1月に、J社の本社（日本）から中国支社へ赴任し、現在、家族（妻と1歳3か月の

息子）とともに中国の都市Zに在住している。中国には、腹を割って話せると信頼する先輩H
（日本人）がいる。新たな土地でHと仕事ができることは、Aにとって楽しみの一つであった
が、赴任が決まって間もなくのZへの出張で、AはHから自身に対する思いがけない中傷を受け
る。 
　Zでの仕事後に開かれた飲み会の途中で帰ったAに対し、Hは翌日、飲み会の経費を会社に請
求してくれるように頼んできた。これに対してAは「これが私の中国での最初の仕事ですか」
とかわしてHの頼みに取り合わなかったが、次の移動先で会った顔馴染みの支社長に、唐突に
「Aには会社の金の権限はまったくないんだよ」と言われた。話の真意を尋ねると、支社長
は、Hがメールで、Aが強制的に飲み会のお金を会社に払わせようとしたと伝えてきたというこ
とだった。 
2-3）Aの声 
「前の僕だったら、ぜったいに怒りくるうし、社長にも、たぶん、いやいや逆だよ、あの人（
H）が何か言ったんだよって…でも社長にも会って、あ、すいません、ちょっと酔ってたんで
やっちゃったかもって言って、終わりにした。でぇー、あの人（H）にも次の日会って、あ
れ、昨日のお金、いくら払えばいいですかねって言ったら、400元でいいよって言われて。
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（でも私は）ちゃんと8000（元）払ったんですよ。何にも言わずに。」※（）内の言葉は筆者
が加筆 
「今から5年間行くんですよね。こう、隣に座って仕事してる人なのに、最初にけんかしちゃ
うと、なんかいいこと何もないなと。ただこう思ったのは、これからぜったいに行かないと、
飲み会とか。」 
「私はね、こう、どうでもいいことに、かかわんないほうがいいということを覚えてよかった
なということ」 
 
3）学習者のライフストーリーから学ぶこと 
　筆者は先述のLSでAが語った「前の僕」に注目した。前のAから今のAへの変化のプロセスに
はAの経験的学びがいかに埋め込まれているかということに思いが至り、その重さが実感され
たためである。LSとは、この経験的学びがAが改めて獲得した“行為をともなう言葉”とな
り、それが集積されたものなのだ。 
学びは言葉となって行為につながり、ライフが築かれる。筆者は、元学習者である調査協力

者の語りを言葉の教師である自身がこのように捉えることが、教室という小さな社会をどうデ
ザインするか、その教室での教師としての自身をどう位置づけるかに通底すると考えている。
LSの考察を進めながら、この底辺にある繋がりを探ることをとおして、教師である「私」が担
える役割を再認識することができるのではないだろうか。学習者のLSは、教師各自がそれぞれ
に自身に沿った役割を認識し、果たすためのツールの宝庫である。 
 

参考文献 
川上郁雄（2015）「第1章 あなたはライフストーリーで何を語るのかー日本語教育に 
　　おけるライフストーリー研究の意味」三代純平（編）『日本語教育学としてのライフス

トーリー 語りを聞き、書くということ』くろしお出版、pp.22-49 
三代純平（2015）「序 日本語教育学としてのライフストーリーを問う」三代純平（編）『日

本語教育学としてのライフストーリー 語りを聞き、書くということ』くろしお出版、
pp.1-22 

在インド日本国大使館ウェブサイト （2019年2月13日閲覧） 
　　https://www.in.emb-japan.go.jp/itpr_ja/Bilateral_relations.html 
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題名: 中米カリブ日本語教育ネットワーク10年の歩み 

アントニア・ルイサ・リバス（代表） 

2018年は、「中米カリブ日本語教育ネットワーク」が創設されてから10年が経ちました。この

ネットワークは、コスタリカで2008年に行われた第一回中米カリブ日本語教育セミナーで設立

されました。 

ネットワークは時間とともに成長し、現在10カ国で構成されています：コスタリカ、キュー

バ、エルサルバドル、グアテマラ、ホンジュラス、ジャマイカ、ニカラグア、パナマ、ドミニ

カ共和国、トリニダードトバゴです。 

今回の発表では、この地域での日本語教育の主な進捗と、このネットワークの創設によって得

られた成果についてお話します。この10年間のネットワークが創設して以来生じた主な変遷の

中には、次のものがあります。 

ネットワーク開発における役割の変遷  

最初の数年間は、現地の日本語非母語話者教師達の日本語レベルはまだそれほど発達していな

かったので、ネットワーク内ではサポート役であり、それ故、主に日本人の教師が議論し、決

定をしていました。その後「国別代表者」が決められ、現在では各国の日本語非母語話者教師

が、毎月開催される代表者会議でネットワークについて考え、セミナーのプログラムなどを決

定しています。 

ネットワークの焦点の変化：日本語非母語話者教師の育成に集中 

すべての参加者が会議とセミナーの両方を理解し参加できるように努力しています。 さら

に、すべての参加者の意見を聞き、それを考慮に入れるための努力もされています。 

ネットワークの成長とセミナーへの参加  

また、初めてのセミナーに参加する国は数少なかったですが、現在セミナーに参加する国は10

カ国で、その他メキシコ、アルゼンチン、コロンビア、ベネズエラなどからも、招聘講師また

は参加者として、セミナーに参加しています。これによって、中米カリブ日本語教育ネット

ワークの教師は、他の国々で行われている日本語のさまざまなモデルや教育的アプローチにつ

いて学ぶことができます。それ故、視野が広がり、中米カリブ地域の教師達の知識はさらに豊

かになります。 

教師の成長  

2012年以来、日本語非母語話者教師の日本語レベルが測定されています。彼らの教授力が上が

らなければ、学生達のレベルも上げることはできないと結論付けられました。 

このようにして達成されたのは、地域全体で約200人の日本語非母語話者教師の日本語能力の

向上です。 
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また、トレーニングの必要性のおかげで、研究グループや小規模セミナーを実施するためのイ

ニシアチブが各国で作成されました。例えば、エルサルバドルでは、日本語能力試験N2のため

の準備コース及び日本語教授法コースが作成されました。 

中米カリブネットワークの主な成果 

1. コスタリカ、エルサルバドル、トリニダードトバゴにおけるJLPTの実施。これは、中・

上級レベルを学ぶ中米カリブ地域の学生にとって、勉強の重要な励みになってきまし

た。 

2. 教師間の効率的なコミュニケーション。各拠点のメンバーは、月毎のオンライン会議に

よって、より効率的にコミュニケーションが取れるようになりました。このように、教

師達は互いに協力し合ってセミナーの運営を行っています。さらに、教師を対象とした

さまざまなトレーニングプログラムに関する情報を共有できます。これまでの数年間

は、国の代表者はセミナーでのみ会合を開いていたので、セミナー終了後の夜遅くまで

会議を開く必要がありました。 

3. 教員の養成：このセミナーには、各地域の日本語教師たちが日本語育成トレーニング、

新教授法トレーニング、問題点解決対策などを身につけられる機会があります。異なる

教科書を分析し比較することができることに加えて、異なる学校のカリキュラムを更新

し、教科書を常に更新することができます。そして、グループ勉強会が開催されていま

す。 

4. 相互協力のおかげで、中米カリブ諸国の関係を強化することができました。その結果、

日本語教育の質が向上しました。 

5. メキシコ日本語教師会、ペルー日系人協会などの他の日本語教育に関連したネットワー

クの拡大。 

6. 上記のような活動は、学生達が自分の日本語のレベルを上昇するのに励ましになりま

す。そして、教師の間だけでなく、学生の間でも、ネットワークの国々の間に存在する

友情の絆を強化します。 

ネットワークの今後のプロジェクト： 

● 中米カリブ協会の創設。 

● 学生同士が日本語で会話できるような交流を開催する。 

● 日本語学生間の情報交換のための技術的手段の効果的な使用 

この10年で中米カリブのネットワークも進歩してきました。私たちのプレゼンテーションで中

米地域の教師たちが直面しているさまざまな課題について発表します。 
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総会資料 

86 



87 



88 



89 



90 



91 



92 



93 



94 



95 



96 



97 



98 



99 



100 



101 



102 



103 



104 



105 



 

   

106 



会員名簿 

  機関名 会員名 

1 Universidad Autónoma de Sinaloa リサラガ　ベルナル ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ 

1 
Instituto Tecnologico y de Estudios 
Superiores de Monterrey, Campus 
Monterrey 

直井 恵理子 

1 
Universidad Technológica de Nagaoka 

泉 千草 
2 島 直子 
1 ヌエボレオン州立大学外国語学習セン

ター日本語課Departamento del Idioma 
Japones- Centro de Estudios y 
Certificacion de Lenguas Extranjeras de 
UANL 

渡辺 佳奈 

2 福田 淳子 

1 ITESM Campus Monterrey 田中 詩子 

1 

GDL日墨文化交流学院　Instituto de 
Intercambio Cultural México-Japonés 
A.C. 

松尾 孝司 

2 加藤 光世 
3 大久保 明菜 
4 竹森 悠介 
5 桑原 絵人 
6 ミジャン　アギラル イサベル 
7 アルセ　ブスタマンテ ロシオ　ディノラ 
8 アルセ　ブスタマンテ リリア　ロレナ 

1 
Universidad de Guadalajara, 

Universidad de Estudios Internacionales 
de Kanda 

鈴木 小百合 

1 Universidad de Guanajuato, 
Facultad de Siencias Sociales y 
Humanidades 

桑葉 洋平 

2 政田 貴子 

1 
Centro de Idioma Japonés CHIDOU 　
知道日本文化センター 

ムニョス　　サンタクルス ロニー　 アンデルソン 
2 リベロス　 シルバ マリベル 
3 ラソ　　 　アギラル アントニオ 
4 エレラ サマンタ 

1 Meki Instituto Cultural Japonés（めき学
園） 辻 祐子 

1 
Centro de Idiomas de la Universidad 
Veracruzana 

黒崎 充 
2 アコスタ　ピッタ エステファニア 
3 ｿﾘｽ ﾒﾝﾃﾞｽ ｼﾞｬﾈｯﾄ 
1 Centro de Idiomas Gestalt ﾛﾒﾛ　ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ ｱﾀﾞﾘﾄﾞ 
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  機関名 会員名 

1 Uni. Juarez Autónoma de Tabasco ｸﾙｽ ｼｽﾈﾛｽ ﾏｳﾘｼｵ 

1 CARIBBEAN RESORT SERVICE 
JAPAN 佐野 静香 

1 

Asociación México Japonesa, A.C. 

嶋崎 明美 
2 サンチェス　ゴメス ダビ 

3 ｶﾞﾙｼｱ　ﾁｪｹﾙ ｱﾙﾄｩﾛ　ﾀﾞﾆｴﾙ　ﾃﾞﾞ　　
ﾍｽｽ 

4 棚町 ヘラルド 
5 佐藤 順子 

6 ガルシア　コルテス アンドレア　グアダ
ルーペ 

7 カルデロン　エミゴデイオ フェルナンド 

1 Universidad del Valle de Puebla マルケス アンドレア　フェルナ
ンダ 

1 Centro de Idioma Japonés (Puebla) 角南 皓 
1 

Asociación Religiosa TENRIKYO 

ｺﾙﾃｽ ﾛｻﾉ ﾛﾄﾞﾘｺﾞ 
2 ﾊﾞﾙﾃﾞｽ ﾌｱﾝ ｶﾙﾛｽ 

3 岡田 和成 

1 
El Colegio de México 

粟飯原 淑恵 
2 三浦 里美 

1 

国際交流基金Fundación Japón 

平田 好 

2 松田 涼子 

3 鵜飼 香奈子 

1 No tiene. 江原 真実 

1 Instituto Cultural Mexicano Japonés, 
A.C. 

穂積 和子 

2 岩永 府子 
1 

Liceo Mexicano Japonés A.C. 

中畝 小糸 
2 内野 あゆみ 
3 三浦 紗季 
4 川原 和美 
5 南部 美佳 
6 大西 恵美 
7 関 千晶 
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8 レオン　べタンソス へナロ　アントニオ 
  機関名 会員名 

9 
Liceo Mexicano Japonés A.C. 

ウエルタ　ベムデス オスカル　ジラド 
10 河崎 美能 
1 IPN, Centro de Idiomas, UPIICSA ヒメネス　フエンテス ジョセリン 
1 

Centro de Enseñanza de Lenguas 
Extranjeras, UNAM ENALLT 

星野 由美子 

2 長尾 和子 

1 Universidad Autónoma Chapingo 川南 真理子 

1 
Benemérita Universidad Autonoma de 
Puebla 
(BUAP) 

山本 明子 

1 Universidad La Salle, A.C. 正木 彊子 
1 

Asociación Cultural para la Investigación 
sobre Asia A.C. ACIA 

サントス　オスナ ヘスス 
  

ﾛﾌﾞﾚｽ ﾌｧﾋﾞｱﾝ 
2 
1 

Tatsukijuku (Toluca) 
クルス カルラ　べレニセ 

2 マルティネス　サンルイス ルス 
3 竹川 佐詠子 

1 Universidad del Valle de Puebla マルケス アンドレア　フェルナ
ンダ 

1 Universidad de Hokkaido 佐藤 梓 

1 Independiente Universidad 
Centroamericana José Simeón Cañas モラン フアン　アンドレス 

1 Universidad de El Salvador リバス　サエンス アントニア　ルイサ 
1 Centro Cultural Japonés (Costa Rica) 篠原 麗奈 
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